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1　はじめに

　整容の役割をするファンデーションの一つにブラジャーがある。ブラジャーの着用目的が、

乳房の保護と同時に、胸部形態の補正にあるとすれば、一般的にはデザインの良否よりも、む

しろ、乳房の形によく合っているか、動作に適合しやすいか、胸部形態を整えているか、など

といった点が問われる。

　そこで、ブラジャーの設計に際しては、形態、機能、材質等々考慮すべき点は多岐にわたる

のであるが、本稿では設計上、より基礎的な①人体寸法の計測、②裸体時とブラジャー着用時

の形態の比較、③立位正常姿勢と上肢上山姿勢による形態の変化について人体計測を実施し、

結果を得たので報告する。

2　実験方法

　実験1　人体計測

　被験者の裸体時と、日常各自が快適として着用しているブラジャー着用時について、工業技
　　　　　（注1）
術院による日本人体格調査の計測方法に準拠し人体計測をおこなった。測定器はマルチン式人

体計測器、鋼鉄製の巻尺、竹製物差（10cm）2組と体重計を用いた。
　（注2）

　測定項目、および、測定方法は表1に示す通りである。

　日本人体格調査に基づくものと、今回の研究目的を考え胸部関係の測定項目として、乳房の

高さ、乳房の深さ、右乳底端～右B．P．、右B．P．～正中、右B．P．～左B．P．、正中～左B．P．、右

乳底端～左乳底端を加え計28項目とした。

　実験1　自動体型描画装置による横断面形態
　　　　　（注3）
　器具として自動体型描画装置（赤外センサーを使用し、非接触方式で人体を計測すると同時

に人体の縦断面、横断面の形態を自動的に作図する装置）を使用した。

　被験者は器機に対して、立位正常姿勢で前頭面と正中矢状面が直角になるように設定した。

また、上肢上挙135。においても同様に体幹部の設定をした。なお、体の揺れを防ぐために視
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表1測定項目・測定方法
番号 測 定　　項 目 測　　　定　　　方　　　　法 測定器具

1 身 長 床面から頭頂点までの垂直距離 身長計
2 右 乳　頭 高 床面から右乳頭点までの垂直距離 〃

3 下 部　胸囲 高 床面から下部胸囲線までの垂直距離 ノノ

4 前 胴 高 床面から胴胸囲と前正中線との交点までの垂直距離 ！ノ

5 後 胴 高 床面から胴胸囲と後正中線との交点までの垂直距離 〃

6 胸 部　横 径 乳頭位胸部の水平直線距離 秤状計
7 下部胸部横径 下部胸囲線における水平直線距離 〃

8 胴 部　横 径 胴囲線における水平直線距離 ノノ

9 正 中　矢状 径 乳頭位胸囲線における厚径 ノノ

10 胸 部　矢　状 径 乳頭位胸囲曲線における矢状径 ！ノ

11 下部胸部矢状径 下部胸囲線における矢状径 ノ！

12 胴 部　矢状 径 胴囲線における矢状径 〃

13 乳 房　の　高 さ 右乳頭高線から下部胸囲線への水平直線距離 ものさし

14 前傾時の乳房の高さ 45。の前傾した時の乳房の高さ 〃

15 乳 房　の　深 さ 前中央線と胸囲線との交点から左右の乳頭点を結ぶ直線までの ノノ

鉛直距離

16 乳 頭　　間 幅 左右の乳頭点間の直線距離 巻 尺

17 B，N．P．～右 B．P． 頸斑点から右乳頭点までの長さ 〃

18 B．N．P．～右 UB．P． 頸椎点から右下部胸囲線までの長さ 〃

19 B，N．P．～前 W，L． 頸椎点から右前胴囲線までの長さ Zノ

20 右乳底端～右 B．P． 乳頭位胸囲線上の本県底端から右B．P．までの体表に沿った長さ ”　．

21 右 B，P，～正 中 右B．P。から乳頭位胸囲線上の前正中までの体表に沿った長さ ノノ

22 右 B．P．～左 B．P． 右B．P．から乳頭位胸囲線上の前正中を通り左BP．までの体表 ノノ

に沿った長さ

23 正 中～左B，P． 乳頭位胸囲線上の前正中から左B．P．までの体表に沿った長さ 〃

24 右乳底端～左封三章 乳頭位胸囲線上の右手底端から右B．P．前正中・左B．P，を通り ！■

乳頭位胸囲線上の左乳底端までの体表に沿った長さ

25 乳 頭　位胸 囲 右乳頭点を通る水平周径 〃

26 下 部　胸 囲 乳房直下部の水平周径 〃

27 胴 囲 胴部の最も細い部位の周径、水平位とは限らない 〃

28 体 重 体重計の0点を調節してから、体重計の中央に静かにのるよう 体重計

に注意し目盛をよむ
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点を定め、手の位置を固定し基準線が移動しないようにした。

　計測部位は右乳頭点を通る水平横断面とし、被験者の裸体時、および、ブラジャー着用時の

立位正常姿勢と上肢上挙135。について、往復2回の作図をした。

3　被　験　者

　被験者としては成人女子12名（A～L）、年令は21才～23才である。被験者の身長・体重・

ローレル指数については表2に示す通りである。

　次にブラジャーに必要な下部胸囲（アンダーバスト）と乳頭位胸囲（バスト）の計測値、お

よび、JISサイズによるブラジャーサイズと、着用ブラジャーサイズを表3に示した。　JIS表

示サイズはカップ体型と下部胸囲（アンダーバスト）寸法で表示している。着用ブラジャーサ

イズは被験者が日常快適として着用しているブラジャーの表示サイズである。

　被験者が快適としている着用ブラジャーサイズとJISサイズに基づくブラジャーサイズの

表示を比較した時、被験者の半数が表示サイズとの一致をみなかった。

4　結果，および，考察

1）人体計測

計測値28項目について、裸体時とブラジャー着用時の平均値・標準偏差・最：小値・最大値・

表2被験者の体型
被 験 者 身 長（cm） 体 重（kg） 審ローレル示数

A 156．4 48．0 L25

B 153．7 51．0 L40

C 160．0 51．0 1．25

D 150．9 49．0 1．43

E 165．9 63．0 1．38

F 154．1 44．0 1．20

G 163．0 52．0 1．20

H 165．0 57．0 1．27

1 161．1 49．0 1．17

J 157．1 44．0 1．13

K 167．8 59．0 1．25

L 161．5 50．0 ユ．19

平 均 値 159．7 51．4 1．26

’狭長型（1．29以下）

申型（1，30～1．49）

肥型（1．50以上）
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表3　ブラジャーサイズの比較
下　　部　　胸　　囲 乳　頭　岬町　囲 JISによる 着用ブラジャーの

（アンダーバスト） （バ　ス　ト） ブラジャーサイズ サイズ

A 69．5cm 79．5cm A70 B70
B 71．1 82．6 B70 B70
C 69．0 81．2 B70 A75
D 69．4 76．3 A70 A70
E 78．2 87．0 A80 B75
F 68．3 83．2 C70 A70
G 71．3 80．0 A70 A70
H 76．0 83．8 A75 A75
1 6＆8 76．8 A70 A70
J 66．9 73．8 A65 A65
K 74．6 86．5 B75 A75
L 73．0 83．6 A75 B70

（注）A・B・Cはカップ体型を表し、65・70・75・80は下部胸囲（アンダーバスト）を表す。

ファンデーションガーメントのカップ体型

カップ体型 意 味

AAカ　ップ アンダーバストとバストの差が7．5Cln内外の体型

Aカ　ップ アンダーバストとバストの差が10cm内外の体型

B　カ　ップ アンダーバストとバストの差が12．5cm内外の体型

Cカ　ップ アンダーバストとバストの差が15cm内外の体型

Dカ　ップ アンダーバストとバストの差が17．5cm内外の体型

Eカ　ップ アンダーバストとバストの差が20cm内外の体型

〈日本規格協会：日本工業規格　JIS・L4006－1980　ファウンデーション・ガーメント・くっ下類の
サイズ、1980．〉

変異係数、および、それぞれの平均値聞の大小関係と有意差検定の結果を表4に示した。な

お、胴囲、および、胴部に関連のある計測項目については、立位正常姿勢では裸体時とブラジ

ャー着用時に変化が認あられなかった。また、乳底端に関連のある計測項目ではブラジャー着

用によって乳底端の位置設定が困難で計測ができなかった。これらの計測項目のブラジャー着

用時の欄には「一」を記入した。

　表4の有意差検定の結果から、裸体時とブラジャー着用時においては、右B．P．～正中、右

B．P．～左B．P．に裸体時に優位な有意差（危険率5％）が認められた。

　計測値の平均値間の傾向をみると、断乳頭高、正中矢状径がブラジャーの着用によって増加

している。逆に減少しているのは乳頭間B．N．P．～右B．P．、右B．P．～正中、右B．P．～左B．P．、

正中～左B．P．、下部胸囲である。

　次に、裸体時とブラジャー着用時との体型の比較をMollisonの関係偏差折線を用いて図示

したのが図1である。
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表4計測項目の成績
（単位cm）
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〉＜は0．5cm以上の変化のあったもののみを記す。

　この図からブラジャー着用時は、正中矢状径、胸部矢状径、下部胸部矢状径が正に偏し、下

部胸部横径、乳房の高さにほとんど差はなく、中でも正中矢状径がブラジャー着用によって

1Sの増加がみられた。これは、計測点である乳頭位胸囲線と前正中線との交点上ブラジャー

の布面が、体に適合しないで浮いた状態で位置しており、その布面上を杵状計で計測した結果

と考えられる。また、乳頭間幅、BN．P．～B．P．、　B．P．～正中、右B．P．～左B，P．、正中～左B．P．

が負に偏している。これはブラジャー着用により、乳頭二幅が狭くなり乳頭が上昇した結果で

ある。
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　　　　　　　　　　　　　　　　M：裸体時
　　　　　　　　　　　　　　　　一ブラジャー着用画
図1　裸体時とブラジャー着用時との体型の比較
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図3－2　ブラジャー着用時

　　　　図3　上肢上半による乳頭囲胸囲の横断面形態変化

　以上の計測結果からブラジャー着用によって側面から乳頭にかけての乳房部と乳頭から下方

の乳房部に影響がみられた。このことはブラジャー着用によって乳頭の上昇と乳頭間の減少が

みられ、補正、整容の目的にかなっている。しかし、正中矢状径の増加は身体とブラジャーと

の間に浮きが生じており、体型とブラジャーサイズ、特にカップ体型の適合性に問題があるの

ではないかと考えられる。

　H）　自動体型描画装置による横断面形態

　H）一i　乳頭位胸囲横断面形態の変化

　自動体型描画装置で作図された図から横断面の形態変化を考察した。

　立位正常姿勢の裸体時とブラジャ‘一着用時の乳頭位胸囲の横断面形態について図2に示し

た。

　図から、JISサイズと着用サイズの表示が同じ被験者B・D・G・H・1・Jでは、ブラジ

ャー着用によって乳房が大きく補正され、側面は裸体時より、やや外側に位置している。カッ

プ体型がJISサイズより着用サイズの方が大きい被験者A・E・Lは、乳房が他より大きく

補正されている。また、JISサイズより着用サイズの方が小さい被験者C・F・Kについては

裸体時に一番近い形態を示し、乳房の補正も少ない。

　次に、JISサイズと着用サイズが同じA70の被験者A・D・G・1について上肢上挙にお

ける乳頭位胸囲の横断面形態の変化を図3に示した。

　図3－1は裸体時の立位正常姿勢と上肢上挙時の横断面形態の変化を示した。

　上肢上挙によって立位正常姿勢よりも乳房が小さくなり、左右側面が狭くなっており、全体

に周径が小さくなっている。

　図3－2はブラジャー着用時における立位正常姿勢と上肢上挙による横断面形態の変化を示

した。裸体時と殆んど同じ傾向を示している。

　［）一　ii横断面形の中心から乳頭位胸囲までの距離
　（注4）

　自動体型描画装置で作図された横断面図の包囲矢状径の1／2線上と横径の1／2線上の交点を
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ブラジャー着用における胸部形態について
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図4　横断面形中心からの計測位置

中心点とし、中心から10度ずつ区切った放射線を描いた。図4のように0～35部位とし、中心

点から乳頭位胸囲までの距離をノギスで測った。

　裸体時とブラジャー着用時の立位正常姿勢と上肢上挙の横断面形の中心点から乳頭位胸囲ま

での距離をグラフに表わしたのが図5である。
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　　図5－2　ブラジャー着用時

図5　横断面中心点より乳頭位胸囲までの距離
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ブラジャー着用における胸部形態について

　裸体時（図5－1）では上肢上挙という動作によって差の現われたのは、右側面と前中心部

で、特に右側面の32～34部位の差が大きい。後中心部では殆んど差が見られなかった。

　ブラジャー着用時（図5－2）では左脇周辺で多少の変化はみられるが、裸体時に比べ、ブ

ラジャー着用時は変化が少ない。このことは、ブラジャーを着用することによって、胸部が拘

束されていると考えられる。

5　ま　と　め

　1）被験者の着用ブラジャーサイズと計測値に基づいたJISサイズを比較した時、被験者

の半数が表示サイズとの一致をみなかった。

　2）　人体計測結果ではブラジャーの着用によって、乳頭高が裸体時に比べ上昇し、乳頭聞幅

も約1cm狭くなっており、胸部整容の目的を果しているといえる。

　3）　ブラジャーの着用によって正中矢状径が大きくなっている。これは、人体とブラジャー

間の浮きが原因しており、人体とブラジャーのカップ体型が適合していないのではないかと考

える。

　4）　立位正常姿勢で裸体時とブラジャー着用時の横断面形態では、カップ体型がJISサイ

ズより着用サイズの方が小さいほど裸体時に近い形態を示し、JISサイズより着用サイズの方

が大きいものほど乳房が大きく補正されている。

　5）横断面の中心点から乳頭位胸囲までの距離は、裸体時とブラジャー着用時では上肢上挙

において脇周辺に差がみられるが、裸体時に比べ差が少ない。これは、ブラジャーの着用によ

って裸体時よりも動作が拘束されていると考えられる。

　適合度の高いブラジャーの選択に際しては各自の身体寸法と適合ブラジャーサイズの把握が

必要である。今後、着用ブラジャーサイズとJISサイズについて実態調査をおこない、人体

とブラジャーサイズの適合性について調査を試みたい。

　おわりに、御指導を賜わりました京都女子大学山名信子教授、ならびに、ご協力くださいま

した被験者の皆様に深く感謝申しあげます。
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